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　市では、農業を身近に感じてもらうために市民農園を開設しています。野菜の栽培や収穫を通じて、
土に触れるよろこびを味わいませんか。

問農林水産課（☎826‐1111　内線2712）

募集区画数／いずれの農園も数
区画ずつ（１区画20㎡、１世
帯１区画まで）
応募資格／市内に居住している
農業世帯でない方
利用料／年3500円
申込方法／電話で
募集開始／３月２日（月）
※空き区画が無くなり次第募集
を終了します。

高津農園
至水戸

至東京

上高津貝塚
ふるさと歴史の広場

土浦特別支援学校

土浦坂東線

天川団地

国
道
６
号

食
品
会
社

★

摩利山農園
至土浦駅

至荒川沖駅

土浦龍ケ崎線

陸上自衛隊
霞ヶ浦駐屯地

ホーム
センター

右籾小

ス―パー

コンビニ

日先神社

国道125号

★

※中村西根農園は有機栽培専用です。

中村西根農園
至水戸

至東京

常総学院

テニスコート

カー用品店コンビニ

学園東大通り
牛久土浦
バイパス

桜・土浦インター

国道354号 東小
鹿嶋神社

国
道
６
号

★

詳しくは
コチラ▶

至土浦駅

至神立駅

神立小学校

公民館

ワークヒル土浦

至
国
道
６
号

木
田
余
神
立
線

★

神立農園

市民農園利用者募集

至水戸

至東京

桜川

虫掛神社

醤油工場
コンビニ

市営斎場

消防署

国
道
６
号

★

虫掛農園

清掃センター

※中村西根農園は有機栽培専用です。

問
生
活
安
全
課（
☎
内
線
２
４
９
０
）

交
通
死
亡
事
故
発
生
状
況（
速
報
）

◆
県
内
の
令
和
元
年
中
の
交
通
死

亡
事
故
の
概
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
時
間
帯
別
で
は
、
20
時
～
22
時

が
最
も
多
く
、
15
人（
前
年
比

4
人
増
）。
次
い
で
、
８
時
～

10
時
が
13
人（
前
年
比
６
人
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
年
齢
層
別
で
は
、
80
歳
以
上
が

最
も
多
く
、
31
人（
前
年
比
１

人
増
）。
次
い
で
、
70
歳
代
が

24
人（
前
年
比
増
減
な
し
）と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者（
65
歳
以
上
）の
構
成
率
が

60
・
７
％
と
、
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
件
数　

１
０
５
件（
前
年
比
17
件
減
）

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
死
亡

事
故
件
数

６
件（
前
年
比
増
減
な
し
）

死
亡
者
数

１
０
７
人（
前
年
比
15
人
減
）

高
齢
者
の
死
亡
者
数

65
人（
前
年
比
増
減
な
し
）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
の
死

亡
者
数

16
人（
前
年
比
5
人
減
）
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県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
加
入

者
が
交
通
事
故
に
よ
っ
て
怪
我
や

死
亡
な
ど
の
災
害
に
遭
っ
た
場
合

に
、
災
害
の
等
級
に
応
じ
て
、
見

舞
金
を
給
付
す
る
相
互
共
済
制
度

で
、
県
民
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
加
入
受
付
は
、

２
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

県
民
交
通
災
害
共
済
の
加
入
受

付
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

　
　
な
お
、
土
浦
市
に
お
け
る
令

和
元
年
の
交
通
事
故
の
死
亡
者

数
は
２
人
。
前
年
比
８
人
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

連
続
３
０
０
日
に
よ
り
特
別
表
彰

　
土
浦
市
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

の
日
数
が
連
続
３
０
０
日
を
越

え
、
交
通
事
故
の
抑
制
に
顕
著
な

成
果
を
あ
げ
た
市
町
村
と
し
て
、

茨
城
県
交
通
対
策
協
議
会
か
ら
特

別
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。


